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Dictionary, 2nd ed. （Oxford: Oxford University Press, 1989）, vol. 14, p. 993）。したがって本来的に
は「知覚がある」こともこの言葉は意味しうるが、ソルトの関心の焦点がその存在の「苦し
み」に向けられているため、本稿では「感覚ある」と訳とした。
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21　これらの各部門の活動は、ヘンドリックによる伝記のほか、以下を参照のこと。Weinbren, 
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35　本稿では踏み込めないが、人間本性 human nature もしくは自然 nature そのものに対するソ
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張（Salt, Animals’ Rights, p.22）からも、ソルトの関心の焦点が集合的な種ではなく個体として
の動物にあることが窺える。さらに動物にも「個性」があるというソルトの主張を支えるウッ
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